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第
一
回
理
事
会
に
お
い
て
、
令
和
四

年
度
の
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
役

員
や
各
市
郡
の
理
事
、
幹
事
や
各
部
委

員
の
皆
様
を
中
心
に
、
会
員
の
皆
様
の

ご
支
援
・
ご
協
力
の
も
と
、「
教
頭
会

に
入
っ
て
い
て
良
か
っ
た
」
と
言
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
オ
ー
ル
島
根
の

教
頭
会
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

　

さ
て
、
依
然
終
息
が
見
通
せ
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
新
た
に

導
入
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
に
向
け

た
働
き
方
改
革
、
常
勤
教
職
員
の
不
足

や
管
理
職
を
含
め
た
再
任
用
教
職
員
の

増
加
等
、
目
ま
ぐ
る
し
く
教
育
環
境
が

変
化
し
、
学
校
現
場
は
そ
の
対
応
に
追

わ
れ
る
毎
日
で
す
。

　

し
か
し
、ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

少
し
広
い
視
野
で
、
学
校
運
営
や
労
働

環
境
の
改
善
を
図
る
良
い
機
会
と
捉
え

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
時
に
大
切
な
の
が
我
々
教
頭
の
動

き
で
あ
り
、
県
内
は
も
ろ
ろ
ん
、
中
国

地
区
、
全
国
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ

県
教
頭
会
の
活
動
で
す
。
今
、
教
頭
は

何
を
す
べ
き
な
の
か
を
考
え
、
足
元
を

し
っ
か
り
固
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

な
お
、各
市
郡
の
代
表
の
皆
様
に
は
、

会
議
や
研
修
会
等
で
得
ら
れ
た
情
報
を

市
郡
の
会
員
の
皆
様
と
共
有
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

活
動
方
針
は
こ
の
三
本
柱
で

　

今
年
度
の
活
動
方
針
を
短
く
ま
と
め

る
と
、
以
下
の
三
本
柱
に
な
り
ま
す
。

①�

教
頭
と
し
て
の
研
修
を
深
め
、
教
育

の
発
展
に
寄
与
す
る
。

②�

本
会
の
組
織
・
機
能
を
強
化
し
、
教

頭
職
の
確
立
を
め
ざ
す
。

③�

要
請
活
動
、
教
育
課
題
解
決
に
向
け

た
取
組
を
展
開
す
る
。

　

ま
た
、
こ
の
方
針
に
も
と
づ
い
て
、

今
年
度
は
次
の
こ
と
に
つ
い
て
、
重
点

的
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

教
頭
と
し
て
の
資
質
の
向
上

　

来
年
度
、
中
国
地
区
研
究
大
会
が
出

雲
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
出
雲
市
の

教
頭
会
を
中
心
に
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
き
ま
す
の
で
、
中
国
地
区
の
他
県
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
全
国
統
一
研
究
主
題
「
未
来

を
切
り
拓
く
力
を
育
む　

魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
」
を
軸
に
、
各
市
郡
で
の
研

修
・
提
言
発
表
の
準
備
が
な
さ
れ
て
い

き
ま
す
の
で
、
研
究
部
を
中
心
に
支
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

研
修
の
積
み
重
ね
が
、
令
和
十
年
、

松
江
市
で
開
催
予
定
の
全
国
研
究
大
会

に
向
け
て
の
基
礎
と
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
今
年
度
開
催

予
定
の
全
国
大
会
（
岩
手
大
会
）、
中

国
地
区
大
会
（
鳥
取
大
会
）
へ
の
積
極

的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
組
織
づ
く
り

　

昨
年
度
の
理
事
会
に
お
い
て
提
案
・

承
認
さ
れ
た
事
務
局
体
制
の
分
散
化
に

つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
今
ま

で
松
江
市
の
小
・
中
学
校
が
二
年
ご
と

に
交
代
し
な
が
ら
受
け
持
っ
て
き
た
事

務
局
業
務
の
一
端
を（
オ
ー
ル
島
根
で
）

他
の
市
郡
で
も
担
う
も
の
で
す
。
こ
れ

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
、
令
和
十
年
の
全
国
研
究
大
会
の

実
行
委
員
会
が
松
江
管
内
を
中
心
と
し

て
組
織
さ
れ
る
こ
と
等
を
考
慮
し
た
も

の
で
す
。
今
後
、
分
散
化
す
る
業
務
や

担
当
市
郡
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
会
議
や
研
修
等
に
つ
い
て
、

参
集
型
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）
を
基
本

と
し
、
移
動
・
開
催
時
間
の
精
選
に
努

め
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

調
査
・
要
請
活
動
の
充
実

　

今
年
度
も
教
育
条
件
の
整
備
・
充
実

の
た
め
、
現
場
の
意
見
や
実
態
を
反
映

さ
せ
た
要
請
活
動
を
要
請
部
中
心
で
展

開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

そ
の
た
め
に
は
、
全
国
の
教
頭
会
（
全

公
教
）
と
連
携
し
た
調
査
活
動
が
基
礎

資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆

様
に
は
健
康
に
留
意
さ
れ
、
元
気
に
職

務
を
全
う
さ
れ
ま
す
こ
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。
県
教
頭
会
が
そ
の
一
助
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。
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令
和
3
年
度

　
会	

務	

事	

業	

報	

告

5
・
12
㈬�

島
根
県
教
頭
会
新
旧
事
務
引
継
会
及
び

第
1
回
事
務
局
会（
島
根
県
教
育
会
館
）

5
・
27
㈭�
島
根
県
公
立
小
中
学
校
教
頭
会
第
1
回

理
事
会（
島
根
県
民
会
館
）

6
・
4
㈮�

第
63
回
全
国
公
立
学
校
教
頭
会
定
期
総

会　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

6
・
18
㈮�

中
国
地
区
公
立
学
校
教
頭
会
第
1
回
総

会　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

6
・
22
㈫�

島
根
県
教
頭
会
第
1
回
要
請
部
会

�

（
玉
湯
学
園
）

7
・
2
㈮�

島
根
県
教
頭
会
第
1
回
広
報
部
会

�

（
島
根
県
教
育
会
館
）

7
・
8
㈭�

全
国
公
立
学
校
教
頭
会
第
1
回
全
国
研

究
部
長
会　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

7
・
16
㈮�

全
国
公
立
学
校
教
頭
会
要
請
推
進
部
長

会　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

7
・
19
㈪�

島
根
県
教
頭
会
会
報（
7
月
）発
送

7
・
28
㈬�

島
根
県
教
頭
会
第
2
回
広
報
部
会

�

（
島
根
県
教
育
会
館
）

8
・
3
㈫�

第
63
回
全
国
公
立
学
校
教
頭
会
研
究
大

会
佐
賀
大
会
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
大
会

�

（
グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ
）

8
・
23
㈪�

島
根
県
教
頭
会
理
事
会
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議（
島
根
県
教
育
会
館
）

9
・
2
㈭�

島
根
県
教
頭
会
第
2
回
要
請
部
会

�

（
玉
湯
学
園
）

9
・
3
㈮�

全
国
公
立
学
校
教
頭
会
第
1
回
理
事
会�

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

9
・
9
㈭�

島
根
県
教
頭
会
第
2
回
事
務
局
会

�

（
島
根
県
教
育
会
館
）

10
・
6
㈬�

島
根
県
教
頭
会
第
3
回
要
請
部
会

�

（
玉
湯
学
園
）

10
・
15
㈮�

第
34
回
島
根
県
公
立
小
中
学
校
教
頭
会

研
究
大
会
隠
岐
大
会（
紙
面
発
表
）

10
・
20
㈬�

島
根
県
教
頭
会
要
請
委
員
会　

オ
ン
ラ

イ
ン
開
催（
島
根
県
教
育
会
館
）

�

島
根
県
教
頭
会
第
4
回
要
請
部
会

�

（
島
根
県
教
育
会
館
）

11
・
5
㈮�

島
根
県
教
頭
会
第
5
回
要
請
部
会

�

（
玉
湯
学
園
）

 　

4
㈬

11
・
19
㈮�

第
41
回
中
国
地
区
公
立
学
校
教
頭
会
研
究

大
会
山
口
大
会�

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
・
紙
面

発
表（
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
コ
ー
ト
エ
ミ
リ
ア
）

12
・
2
㈭�

全
国
公
立
学
校
教
頭
会
第
2
回
研
究
部

長
会　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催　

12
・
9
㈭�

島
根
県
教
頭
会
研
究
委
員
会　

オ
ン
ラ

イ
ン
併
用（
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
）

12
・
10
㈮�

全
国
公
立
学
校
教
頭
会
第
2
回
理
事
会

�

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催　

12
・
27
㈪�

島
根
県
教
育
委
員
会
と
の
教
育
懇
談
会

（
島
根
県
教
育
会
館
）

令
和
4
年

2
・
9
㈬�

島
根
県
教
頭
会
第
3
回
事
務
局
会

�

（
島
根
県
教
育
会
館
）

�

島
根
県
教
頭
会
第
6
回
要
請
部
会

�

（
島
根
県
教
育
会
館
）

2
・
16
㈬
～
3
・
31
㈭

�

全
国
公
立
学
校
教
頭
会
第
46
回
中
央
研

修
大
会
ビ
デ
オ
配
信
に
よ
る
自
主
研
修

2
・
18
㈮�

中
国
地
区
公
立
学
校
教
頭
会
第
2
回
総

会
・
引
継
会　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催��　

2
・
24
㈭�

島
根
県
公
立
小
中
学
校
教
頭
会
第
2
回

理
事
会　

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

�

（
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
）

�

島
根
県
教
頭
会
第
3
回
広
報
部
会

�

（
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
）

3
・
4
㈮�

全
国
公
立
学
校
教
頭
会
第
3
回
理
事
会

�

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

3
・
11
㈮�

島
根
県
教
頭
会
第
4
回
広
報
部
会

�

（
島
根
県
教
育
会
館
）

�

島
根
県
教
頭
会
会
報（
3
月
）発
送

4
・
19
㈫�

令
和
3
年
度
島
根
県
教
頭
会
会
計
監
査

会（
島
根
県
教
育
会
館
）
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令
和
4
年
度

　

活 

動 

方 

針

◎�
学
校
教
育
の
役
割
と
今
日
的
課
題
に
正
対
し
、

教
頭
と
し
て
の
研
修
を
深
め
、
教
育
の
発
展

に
寄
与
す
る
。

◎�

会
員
相
互
の
信
頼
関
係
に
基
づ
く
連
帯
意
識

を
高
め
、
本
会
の
組
織
・
機
能
を
強
化
し
、

教
頭
職
の
確
立
を
め
ざ
す
。

◎�

教
育
関
係
機
関
、
教
育
諸
団
体
と
の
連
携
を

図
り
、
教
育
を
と
り
ま
く
情
勢
に
呼
応
し
た

要
請
活
動
並
び
に
教
育
課
題
解
決
に
向
け
た

取
組
を
展
開
す
る
。

　

活
動
の
重
点

1�

．
学
習
指
導
要
領
、
し
ま
ね
教
育
魅
力
化
ビ

ジ
ョ
ン
等
を
ふ
ま
え
て
、
豊
か
な
心
を
も
ち
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
児
童
・
生
徒
の
育
成
を

め
ざ
す
。

2�

．
全
国
統
一
研
究
主
題
「
未
来
を
生
き
る
力

を
育
む　

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
軸
に

研
修
を
深
め
、
教
育
課
題
の
解
決
と
教
頭
と

し
て
の
資
質
の
向
上
を
図
る
。

3�

．
小
・
中
学
校
校
長
会
、
全
公
教
を
は
じ
め

教
育
諸
団
体
と
の
情
報
交
換
お
よ
び
連
携
を

深
め
、
教
育
を
と
り
ま
く
情
勢
を
ふ
ま
え
た

要
請
活
動
を
展
開
す
る
。

4�

．
現
場
の
意
見
を
反
映
し
た
教
育
諸
条
件
の

整
備
、
充
実
を
要
望
す
る
。

5
．
教
頭
の
職
務
の
確
立
を
要
望
す
る
。

　

事 

業 

計 

画

１
．
研
究
活
動
の
推
進

　

⑴�

令
和
4
年
度
第
64
回
全
国
公
立
学
校
教
頭

会
研
究
大
会（
岩
手
大
会
）ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

大
会
へ
の
参
加

　

・�

開
催
期
日　

7
月
28
日
、7
月
29
日（
木
、金
）

　
　

�

令
和
4
年
度
第
42
回
中
国
地
区
公
立
学
校

教
頭
会
研
究
大
会（
鳥
取
大
会
）
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
大
会
へ
の
参
加

　

・�

開
催
期
日　

11
月
22
日（
火
）

　

⑵�

全
国
研
究
部
長
会
お
よ
び
中
国
地
区
研
究

部
会
へ
の
参
加

　

⑶�

第
47
回
中
央
研
修
大
会
へ
の
参
加（
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
）

　

・
開
催
期
日　

2
月
10
日（
金
）

2
．
広
報
活
動

　

⑴�

会
報
の
発
行　

年
2
回
発
行
予
定（
7
月
、

3
月
）

　

⑵�

県
教
頭
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

3
．
調
査
及
び
要
請
活
動
の
推
進

　

⑴�

全
会
員
を
対
象
と
し
た
調
査
活
動
の
実
施

と
要
請
委
員
会
を
中
心
と
し
た
要
請
項
目

の
整
理
、
検
討

　

⑵�

全
国
要
請
部
長
会
へ
の
参
加

　

⑶�

小
・
中
学
校
校
長
会
等
、
教
育
関
係
諸
団

体
と
の
連
携

　

⑷�

国
会
議
員
、
県
教
委
、
地
教
委
等
へ
の
要

請
活
動

　

⑸�

全
国
お
よ
び
中
国
地
区
公
立
学
校
教
頭
会

と
連
携
し
た
要
請
活
動
の
展
開

4
．
各
種
会
合
の
開
催

　

⑴�

理
事
会 �

 

年
2
回
開
催

　
　
【
5
月
18
日（
水
）、令
和
5
年
2
月
24
日（
金
）】

　

⑵�

常
任
理
事
会 �

 

必
要
に
応
じ
て
開
催

　

⑶�

要
請
委
員
会 �

 

10
月
21
日（
金
）に
開
催

　

⑷�

研
究
委
員
会 �

 

12
月
8
日（
木
）に
開
催��

令和４年度　島根県公立小中学校教頭会　会　計　予　算　書
１　総　　括 収入合計 6,957,000円　

支出合計 6,957,000円　
差引残額 ０円　

２　収入の部 △印：減（単位：円）

費　　　目 令和４年度
予算額

令和３年度
予算額

比較増・減
（△） 摘　　　　　　要

１．会　　　　費 5,596,300� 5,615,400� △�19,100 19,100円×293人分（全国4,600円、中国1,500円、県13,000円）
２．繰　 越 　金 1,268,517� 1,035,947� 232,570
３．県教研補助金 90,000� 180,000� △�90,000 県大会のない年度
４．雑　 収 　入 2,183� 3,653� △�1,470 預金利子、事務局員労働保険料戻入　他

合　　　計 6,957,000� 6,835,000� 122,000

３　支出の部 △印：減（単位：円）

費　　　目 令和４年度
予算額

令和３年度
予算額

比較増・減
（△） 摘　　　　　　要

１．事 務 局 費 2,288,900� 2,338,900� △�50,000
①事務局員給与 1,012,200� 1,012,200� 0 84,350円×12ヶ月
②通 勤 手 当 10,000� 10,000� 0 12ヶ月
③事務局員手当 268,700� 268,700� 0 手当・退職積立金　
④労働保険料 18,000� 18,000� 0 教頭会負担、事務局員負担

⑤需 要 費 290,000� 290,000� 0 光熱費、事務用品、コピー機・印刷機・パソコン等維持管理費　等
⑥通 信 費 200,000� 250,000� △�50,000 電話、郵券、送料代　等

⑦借 上 費 390,000� 390,000� 0 家賃、倉庫借上費　等R４年４月～R５年３月まで
⑧事務局運営費 100,000� 100,000� 0 事務局会会合費　等

２．会 議 費 350,000� 450,000� △�100,000
①総 会 費 0� 0� 0

②役 員 会 費 350,000� 450,000� △�100,000 監査会、第１回理事会、常任理事会、研究委員会、第２回理事会　等（会場費　等）

３．旅 費 900,000� 1,000,000� △�100,000
監査会、第１回理事会、常任理事会、
要請委員会、研究委員会、第２回理事会、
事務局会　等

４．事 業 費 1,260,000� 1,090,000� 170,000

①研 修 費 750,000� 750,000� 0

市郡助成金　10,000円×13市郡
県大会準備金　150,000円（R５年中国大会・出雲）
全国大会助成金　3,000円×18人（要請18人）
中国大会助成金　3,000円×50人（要請44人）
研究委員会　R４年提言者資料代　　　3,000円×２分科会
研究委員会　R５年提言予定者資料代　2,000円×６分科会
オンライン会場費　等

②広 報 費 300,000� 130,000� 170,000 会報印刷代、ホームページ更新　等
③調 査 費 90,000� 90,000� 0 実態調査報告書印刷代　等
④要請活動費 120,000� 120,000� 0 要請活動、要請委員会（会場費　等）　等

５．負 担 金 1,792,300� 1,798,400� △�6,100 全国4,600円×293人＝1,347,800円中国5,000円+1,500円×293人＝444,500円
６．慶 弔 費 20,000� 20,000� 0 祝電・弔電・香典代
７．事務関係機器
　　更新等準備金 200,000� 100,000� 100,000 事務関係機器更新等準備金として基金へ繰り入れ

８．予 備 費 145,800� 37,700� 108,100
合　　　計 6,957,000� 6,835,000� 122,000

※�新型コロナウイルス感染症への対応により、研究大会等が中止になった場合には、状況に応じて会員への返金を考え
ています。



（ 4）

令和４年度　島根県公立小中学校教頭会役員名簿

役　職 氏　　　名 勤　務　校 氏　　　名 勤　務　校

顧 　 　 問 原 田 　 淳 松江・乃 木 小 学 校

会 　 　 長 林 　 和 博 松江・忌 部 小 学 校

副 会 長

奥 原 千 幸 松江・鹿 島 中 学 校 高 橋 智 裕 出雲・第 一 中 学 校

山 本 康 治 浜田・長 浜 小 学 校 齋 藤 和 宏 益田・益 田 中 学 校

谷 田 真 也 隠岐・有 木 小 学 校

監     事 増 田 博 幸 安来・第 一 中 学 校 槙 野 吉 人 安来・十 神 小 学 校

常 任 理 事

岡 　 和 志 松江・宍 道 小 学 校 三 原 雄 治 飯石・頓 原 中 学 校

堀 　 淳 子 江津・江 東 中 学 校 林 　 健 志 鹿足・日 原 中 学 校

谷 田 真 也 隠岐・有 木 小 学 校

　幹　　事（事務局） ◎は部長　

事 務 局 長 　平 塚 靖 男 松江・揖 屋 小 学 校

庶 務
◎小 草 　 薫 松江・来 待 小 学 校 川 合 昌 宏 松江・義務教育学校

　　　玉 湯 学 園

　森 山 博 史 松江・第 二 中 学 校

会 計
◎錦 織 清 子 松江・美保関小学校 井 上 浩 子 松江・大 野 小 学 校

　渡 部 一 成 松江・宍 道 中 学 校
　　　大 野 原 分 校

研 究
◎大 坂 慎 也 松江・島 根 小 学 校 植 田 　 道 松江・義務教育学校

　　　八 束 学 園

　小 澤 正 則 松江・島 根 中 学 校

広 報
◎小 銀 康 之 松江・意 東 小 学 校 古 藤 忠 男 松江・佐 太 小 学 校

　井 上 明 久 松江・第 一 中 学 校

調 査
◎小 山 美 子 松江・本 庄 小 学 校 吉 田 光 良 松江・雑 賀 小 学 校

　村 本 有 史 松江・義務教育学校
　　　玉 湯 学 園

要 請
◎野 島 博 行 松江・竹 矢 小 学 校 上 田 佳 樹 松江・八 雲 小 学 校

　吉 田 茂 延 松江・宍 道 中 学 校

（副会長・益田管内） （副会長・松江管内）

議 長 齋 藤 和 宏 益田・益 田 中 学 校 奥 原 千 幸 松江・鹿 島 中 学 校
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令和４年度　島根県公立小中学校教頭会理事名簿
○は各市郡会長　

市郡 会員数 氏　　名 勤 務 校 所　在　地 郵便番号 ＴＥＬ ＦＡＸ

松江
34

○岡 　 和 志 宍 道 小 松江市宍道町宍道1276 699-0401 0852-66-0352 66-0565
　岩 井 幸 子 持 田 小 松江市東持田町81 690-0814 0852-21-3987 21-9659

17
○中 釜 智 子 東出雲中 松江市東出雲町揖屋1251番地1 699-0101 0852-52-2455 52-3779
　川 上 淳 一 八 雲 中 松江市八雲町西岩坂931 690-2103 0852-54-0014 54-2150

安来 22
○大 谷 一 郎 第 三 中 安来市西赤江町395 692-0003 0854-28-8534 28-7376
　原 　 　 浩 伯 太 中 安来市伯太町西母里940-6 692-0212 0854-37-1007 37-9030
　大 森 俊 一 社 日 小 安来市宮内町101 692-0012 0854-22-6345 23-0263

出雲 50

○高 橋 智 裕 第 一 中 出雲市大津町2214 693-0011 0853 -21-0285 21-0279
　藤 井 芳 枝 多 伎 小 出雲市多伎町多岐900 699-0902 0853-86-2002 86-3605
　勝 部 　 孝 伊 野 小 出雲市野郷町459-2 691-0072 0853-69-1525 69-1525
　野 田 孝 秀 中 部 小 出雲市斐川町直江4243 699-0631 0853-72-0515 72-7657

仁多 12
○飯 國 秀 忠 三 沢 小 仁多郡奥出雲町三沢1099-7 699-1513 0854-54-0777 54-0777
　北 脇 　 訓 八 川 小 仁多郡奥出雲町下横田500-2 699-1822 0854-52-0211 52-0211

雲南 22
○難 波 　 淳 木 次 中 雲南市木次町新市421 699-1334 0854-42-1411 42-1412
　渡 部 敏 彦 大 東 中 雲南市大東町養賀967 699-1245 0854-43-2107 43-9060
　松 本 博 志 西　　小 雲南市大東町仁和寺2435-11 699-1232 0854-43-2801 43-2518

飯石 6 ○三 原 雄 治 頓 原 中 飯石郡飯南町佐見1415-1 690-3204 0854-72-0521 72-0130

浜田 25
○山 本 康 治 長 浜 小 浜田市長浜町1 697-0063 0855-27-0221 27-0239
　岸 本 浩 孝 弥 栄 中 浜田市弥栄町木都賀イ2735 697-1122 0855-48-2239 48-2647
　星 野 美 栄 波 佐 小 浜田市金城町波佐イ558-2 697-0211 0855-44-0028 44-0032

大田 21
○川 津 康 正 長 久 小 大田市長久町長久イ782 694-0041 0854-82-1323 82-1927
　松 本 真 二 高 山 小 大田市水上町白杯140 694-0303 0854-89-0627 89-0928
　花 井 泰 夫 第 三 中 大田市水上町福原601 694-0302 0854-89-0027 89-0154

江津 11
○堀 　 淳 子 江 東 中 江津市後地町978-9 699-2841 0855-55-0009 55-0998
　郷 原 延 尚 江 津 中 江津市江津町1016-1 695-0011 0855-52-2068 52-2470

邑智 17
○小 寺 正 登 瑞 穂 小 邑智郡邑南町下田所280 696-0222 0855-83-0107 83-1607
　泉 　 祐 司 川 本 中 邑智郡川本町川下1112 696-0004 0855-72-0408 72-1762
　濵 野 健 一 邑 智 小 邑智郡美郷町粕渕93 699-4621 0855-75-0024 75-0144

益田 24
○齋 藤 和 宏 益 田 中 益田市栄町14番6号 698-0035 0856-22-2390 22-2391
　山 根 崇 志 真 砂 小 益田市波田町イ266番地1 698-0411 0856-26-0543 26-0543
　江 角 貴 行 西益田小 益田市横田町147番地 699-5132 0856-25-2555 25-2587

鹿足 14
○林 　 健 志 日 原 中 鹿足郡津和野町日原564 699-5221 0856-74-0358 74-2013
　名目良　明　利 日 原 小 鹿足郡津和野町日原235 699-5221 0856-74-0032 74-2016

隠岐 18
○谷 田 真 也 有 木 小 隠岐郡隠岐の島町有木クラミロ21-2 685-0006 08512-2-0784  2-8530
　塚 本 　 潔 都 万 小 隠岐郡隠岐の島町都万2362-1 685-0104 08512-6-2005  6-2006
　藤 田 　 宏 都 万 中 隠岐郡隠岐の島町都万2533-1 685-0104 08512-6-2170  6-3202

会員数 293
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研	

究	

部	

よ	

り

�

研
究
部
長　

大
坂　

慎
也

�

（
松
江
市
立
島
根
小
学
校
）

一
　
全
国
大
会
（
岩
手
大
会
）

　

七
月
二
十
八
日
（
木
）、
二
十
九
日

（
金
）
に
岩
手
県
に
お
い
て
、「
未
来
を

生
き
る
力
を
育
む　

魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
」
を
研
究
主
題
と
し
て
、
全
国
公

立
学
校
教
頭
会
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
参
集
型
と
オ

ン
ラ
イ
ン
型
を
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
形
式
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
県

か
ら
は
参
加
要
請
数
の
十
八
名
が
参
加

登
録
を
し
て
い
ま
す
。

二
　
中
国
大
会
（
鳥
取
大
会
）

　

十
一
月
二
十
二
日
（
火
）
に
鳥
取
県

米
子
市
に
お
い
て
、
中
国
地
区
公
立
学

校
教
頭
会
研
究
大
会
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
安
来
市

と
邑
智
郡
教
頭
会
か
ら
提
言
発
表
を
い

た
だ
き
ま
す
。
詳
細
は
二
次
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
第
三
分
科
会

　

教
育
環
境
整
備
に
関
す
る
課
題

　

提
言
者
：
福
間　
　

亨　

教
頭

�

（
安
来
市
立
赤
江
小
学
校
）

■
第
四
分
科
会

　

組
織
・
運
営
に
関
す
る
課
題

　
要
請
・
調
査
活
動
に
つ
い
て

�

要
請
部
長　

野
島　

博
行

�

（
松
江
市
立
竹
矢
小
学
校
）

　

今
年
度
、
要
請
部
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
調
査

部
と
の
連
携
の
も
と
、
要
請
活
動
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

要
請
部
の
主
な
活
動
と
し
て
、
調
査

部
が
七
月
を
目
途
に
公
立
学
校
教
頭
会

実
態
調
査
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
結
果
を
参
考
に
、
今
年
度
の

要
望
書
を
作
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
七
月
に
は
全
国
要
請

部
長
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
の

議
論
を
受
け
、
今
年
度
の
要
請
活
動
の

重
点
事
項
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
関

係
機
関
へ
の
要
請
活
動
を
具
体
的
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

十
月
に
は
、
県
要
請
委
員
会
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
委
員
会
に
備
え
、

二
学
期
開
始
ま
で
に
は
各
市
郡
の
教
育

現
場
並
び
に
教
頭
の
職
務
の
実
態
・
要

望
を
お
聞
き
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
、
情
報
化
の
推
進
、
相
次
ぐ
生
徒
指

導
上
の
課
題
、
保
護
者
対
応
等
、
教
頭

の
多
忙
化
に
は
ま
す
ま
す
拍
車
が
か
か

る
状
況
で
す
。
こ
の
折
に
は
忌
憚
の
な

い
ご
意
見
や
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
委
員
会
後

は
、
調
査
部
の
調
査
結
果
を
併
せ
、
要

望
事
項
を
と
り
ま
と
め
、
県
教
育
委
員

会
と
の
懇
談
会
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

提
言
者
：
三
宅　

誠
幸　

教
頭

�

（
邑
南
町
立
石
見
中
学
校
）

三
　
令
和
五
年
度
の
予
定

　

来
年
度
は
全
国
教
頭
会
が
石
川
県
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
中
国
教
頭
会

は
十
一
月
十
日
（
金
）
に
本
県
出
雲
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ

り
ま
す
が
、
出
雲
市
公
立
小
中
学
校
教

頭
会
を
中
心
に
検
討
会
を
重
ね
ら
れ
、

開
催
に
向
け
て
着
々
と
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
大
会
で

提
言
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
、
隠
岐
、

浜
田
、
益
田
、
大
田
、
松
江
、
江
津
の

教
頭
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
各
市
郡
を
代
表
す
る
皆
様

の
提
言
か
ら
、
多
く
の
学
び
を
得
る
と

と
も
に
、
実
践
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
心
配
は
払
拭
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
開
か
れ
る
各
大
会
に
お
け
る

全
体
会
お
よ
び
各
分
科
会
に
参
加
す
る

こ
と
で
全
国
の
情
報
を
集
め
、
本
県
の

学
校
教
育
に
還
元
す
る
と
と
も
に
、
教

頭
と
し
て
の
力
量
向
上
を
図
り
、
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
事	

務	

局	

よ	

り

�

事
務
局
長　

平
塚　

靖
男

�

（
松
江
市
立
揖
屋
小
学
校
）

　

今
年
度
、
事
務
局
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
し
た

が
、
感
染
予
防
対
策
を
行
い
第
一
回
理

事
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
の
中
で
皆

様
の
貴
重
な
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
が
で

き
て
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
戸
惑

う
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
皆
様
の
お
力

を
お
借
り
し
な
が
ら
本
会
の
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

島
根
県
公
立
小
中
学
校
教
頭
会
事
務
局
長

　

松
江
市
立
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小
学
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699-�
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690-�
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江
市
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�

島
根
県
教
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会
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内
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事
務
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子
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（
勤
務
日
）���

月
～
金�

（
勤
務
時
間
）　

九
時
～
十
五
時
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://simatou5.web.fc2.com/index.html
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